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民話の狐と人間
Fox and Humankind Fo1k Tales 
劉克華
Ke-hua Liu 
Abs仕act:官lerehave been a lot of tales about a fox as a kind very mystical animal since the ancient tInles. In 
the ancient Japan， the fox was仕eatedas INARI sp.iritual being on the one hand， and spurned as the evil 
persoru五cationon the other hand.τ'his paper deals with the study of five aspects of the relation between fox 
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村では直張狐そのものを稲荷神として信仰する所も少なくない。 七、終わりに
狐が稲荷神の使者である話は数多く伝えられている。有名なの
は松崎尭臣の『窓の遊び』のなかの一説である。 材高では民話の面から狐と人間のかかわりを考察したが、人
丹波国(京都府)篠山の先代の藩主大安公が、別荘で銅って
いた鶴を狐が取って食ってしまったらしく鶴の残骸が残ってい
た。そこで狐を捕える民を仕掛けたが二、三日経ってもかから
ないので、王地山という所lこ使いの家来を派遣し、稲荷を祭つ
である担土直に向かつて、
「衡主君が大事に飼っていた鶴を狐メが食い殺した罪は許せん。
二、三日毘をかけたがかからないのは稲荷神がかばっているか
らであろう。その悪弧を早く出せ。そうでないとこの社殿を打
ち壊してしまうぞ」と嚇かして戻った。すると翌日の早朝年と
ってよぼよぼした狐がさんざん打ちのめされた状態で畏の前で
死んでいた。それ以降鶴が襲われることがなくなったとしづ。
(松崎尭庄『窓の遊び」より)
これは狐が稲荷の神使であることを信じたうえでの話である。
またいくら封建性の時代とはいえ、将軍や大名が廟守りなどで
鶴を捕え殺してもなんら罪悪感をもたず、狐が鶴を食うと 1'壬
しからんJというのもおかしし、し、狐の悪為に対し稲荷に責任
を負わせるのも少しおかしい。
また、 「狐女房jの類話には、狐の女房が、正体を知られて
別れた後、農繁期に帰ってきて田仕事で夫を助けるとか、その
後男の家の稲がよく稔るようになったといった話しがある。
聞の日常生活に狐がもたらした影響が見られる。 例えば、孤皮
の着物とか、近畿地方から中園地方にかける寒施行祭りとか、
日暮れに新しい草履をはくと狐に化かされるなど¢俗信とか、
数えられないほど多くある。日本の狐民話は中国から伝わって
きたものが大部分であるが、実際の中国での民話とはどこか一
致していないところが必ずある。今後の課題として、中国から
日本に伝来してから、何故変化をしたのか、当時の社会状況や
思想信仰の面から究明しようと考えている。
材高作成中に、森先生からいただいた、ご指導、ご晋暗に対
し、心から説躍を表したい。
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